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アクティオの安全教育システム 

「Safety Training System VR of AKTIO 

高速道路安全教育ＶＲ」を開発 
～高画質５K 解像度のスーパーリアル映像！～

株式会社アクティオ 

総合建設機械レンタルの株式会社アクティオ(本社：東京都中央区日本橋、代表取締役社長兼COO：小沼

直人、以下アクティオ)は、建設現場において人命を守るために重要な安全教育のため「Safety Training 

System VR of AKTIO 高速道路安全教育ＶＲ」を開発し、２０２１年５月１０日（月）からレンタルを開始い

たします。 

従来からある高所作業車やバックホーでのＶＲ安全教育に加えて、今回は高速道路に特化したＶＲを開発

しました。 

■高画質５Ｋのスーパーリアル映像で“危険を、安全に リアルに体験“ 

建設業の労働災害での死亡者数は、減少傾向でしたが２０１７年は増加に転じるなど、まだまだ事故は 

絶えません。アクティオは、建設業におけるＩＣＴやＩｏＴを活用した安全教育に積極的に取り組んでおり、  

事故を未然に防ぐことが最重要課題と考えています。 

新しい「ＶＲシステム」は、高画質５Ｋ解像度のスーパーリアル映像で”危険を、安全にリアルに体感する“こ

とができる高速道路に特化したシステムです。今回は、事故体験シナリオとして「車線規制編」「高所作業車

落下編」「ユニック作業編」「重機挟まれ編」「草刈り危険行動編」の５つのＶＲ映像を開発しました。このシス

テムにより、作業員の人命を守るために一層効率的で効果的な安全教育の提供が可能になります。 



■高速道路安全教育ＶＲ 事故体験シナリオ 

＜車線規制編＞ 

走行車両が「とまるくん」、「防護車」にぶつかる状況を「監視者」「作業者」「交通誘導員」

の目線で体験できます。 

＜高所作業車落下編＞ 

トンネル内作業中の高所作業車からの転落事故を「墜落制止用器具を装着している場合」と 

「していない場合」で体験できます。 

＜ユニック作業編＞

高速道路上でのユニック車の転倒事故を「玉掛者」「クレーン操作者」「荷受け者」の 

目線から体験できます。 

＜重機挟まれ編＞

法面崩壊の現場にてバックホーによる「接触事故」及び「挟まれ事故」を体験できます。 

<草刈り危険行動編> 

草刈り作業中に発生しうる事故を「キックバックによる接触(加害）」「キックバックによる 

接触(被害)」「のり面からの転倒」「巻き込み物の除去」「ケーブル切断」の５パターンを 

体験できます。 

「高所作業車落下編」

「草刈り危険行動編」「重機挟まれ編」

「ユニック作業編」

「車線規制編」



■歩行型ＶＲデバイス(安全柵) 

ＶＲ向けトレッドミルシミュレーター「Virtｕiｘ Omni」を 

本ＶＲシステムに使用し、ＶＲ体験による転倒防止策を講じました。 

■ＶＲ機器構成 

ＶＲヘッドマウント/ベースステーション/コントローラー/歩行型ＶＲデバイス/ 

モーションコントローラー/ノートＰＣ 

■ＶＲヘッドマウント 

メーカー ＨTC

本体重量 7６1g

構成内容 SteamVR™ ＢaseStation2.0×1個、電源アダプター×1個

■コントローラー 

メーカー ＨTC

SteamVR™ Traｃｋing2.0

多機能トラックパッド

グリップボタン

2段トリガー

システム・ボタン

メニュー・ボタン

センサー

入力

■Ｓｔｅａｍ ＶＲ ＢａｓｅＳｔａｔｉｏｎ２.０ 

製品名 StarVR OＮＥ

解像度 片面1８３0Ｘ1４６４

トラッキング SteamVRTM対応ベースステーション（ライトハウス)1,0または2.0

アイトラッキング ToｂiiⓇ 社製VRアイトラッカー内蔵

IＰＤ調整 ソフトウェア型自動調整機能搭載

視野角 210度

リフレッシュレート ９0Ｈｚ

加速度センサー

ジャイロセンサー

OS:Ｗindoｗs 10 ６４ｂit

プロセッサ:Inteｌ ｃore i7-7700 or AMＤ Ryｚen 7 2700Ｘ

グラフィックボード:ＮVIＤIA ＧeＦorｃe ＧTＸ10８0

メモリ:1６ＧＢ

本体重量 ４50g

センサー

動作環境



※ＶＲ機器はセット（ＶＲヘッドマウント/ベースステーション/コントローラー/歩行型ＶＲデバイス/モーショ

ンコントローラー/ノートＰＣ）でのレンタルとなります【商品コード：ＺＶＪ ００００１ ００１】。 

■アクティオが展開する“レンサルティング”とは 

アクティオのコンセプトである「レンサルティング」は

「レンタル」と「コンサルティング」を合わせた造語で、

商標登録しています。会長の小沼光雄は著書の中で

次のように紹介します。『従来、建機の世界では「つ

くる」「売る」という要素が主だったところに、「知恵

やノウハウをプラスして貸す」という新たな価値提

案をビジネスとして行ったわけです』（算数とハート

の経営 201４ 年 幻冬舎）。現在の建設機械は、非

常に高度化しており、せっかくの機能も、現場で最

大限に活用することは難しくなっています。目的を

果たすため、状況に応じてどの機能をどのように使

うのか。アクティオは単に機械を貸すだけでなく、専

門的なノウハウを持ってサポートします。建設機械を熟知する専業レンタル会社だからこそ可能な、しかし

レンタルの枠組みを飛び出した提案型のサービスがレンサルティング。時代とともに、その意義を拡大し、

進化を続けています。 

【アクティオ公式サイト】ｈttｐs://ｗｗｗ.aｋtio.ｃo.ｊｐ/ 

【アクティオ Ｆaｃeｂooｋ ページ】ｈttｐs://ｗｗｗ.faｃeｂooｋ.ｃom/aｋtio.ｊｐ/ 

■商品に関するお問い合わせ先 

株式会社アクティオ 産業機械事業部 高速メンテナンス課 

担当者：亀井・林・佐藤・宇佐美 

TＥＬ：0３-６８5４-1４1６

■歩行型ＶＲデバイス 

製品名 Virtｕiｘ Omni

本体サイズ 1４0(Ｗ)×８９(Ｈ)×1３９(Ｄ)ｃm (組立時）

身長：1４2～1９5ｃm

体重:最大1３0ｋg

Sサイズ(ウエスト 約６1～7３ｃm)

Mサイズ(ウエスト 約7６～９４ｃm)

Ｌサイズ(ウエスト 約９7～112ｃm)

接続方式 Ｂｌｕetootｈ

Virtｕiｘ Omni本体

Virtｕiｘ Omni Ｈarness

Virtｕiｘ Omni Sｈoes

Virtｕiｘ Omni Traｃｋing Ｐods

同梱物

ハーネスサイズ

対応ユーザー

■モーションコントローラー 

メーカー Ｌeaｐ Motion

本体重量 ４5.４g

リチウム電池 ４.９0 Ｗatt_ｈoｕrs

リチウム電池パック 電池内蔵

商品サイズ ８×３×1.1ｃm


